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□ 生まれ：１９８１年１０月１２日 大村市 
□ 学 び：幼稚部から専攻科までの１７年間 
      長崎県立ろう学校 通学  
□ 卒業後：４年間調理師として働きながら、

トライアスロン活動。２４歳から
大阪へ 現在、日新運輸株式会社
の「人事労務」として勤務  

 
今日のろう学校・ろう教育の輝かしい伝統をつくった先輩を紹介します。 

トライアスロン物語 

令和元年度 第２号 

長崎県立ろう学校 

自立活動部 
 

「みんなに出会えて本当に感謝です。」 

「トライアスロンをやっている」というと、多くの人から「何でそんな大変なことやるの？苦しいのに何が

楽しいの？」と聞かれます。確かにレースをやっている最中は苦しいです。 

実際に「何でこんな苦しい思いをしなければいけないのか？」 「何でお金まで出してこんなことをしてる

のか？」と思うことがたくさんありました。でも、それ以上に価値あるものが得られることが分かっているの

も事実なのです。 

良い機会を頂きましたので、私が 18 歳から 10 年以上トライアスロンをやってきて、得られた魅力を書き

出してみました。 

整理してみると多くの学びがあることに気づきました。その中の一部を御紹介します。 

○ 「やればできる」という感動 

マラソンやトライアスロン（ショートからロング）やオープンウォーター（競泳 10 ㌔）などは、やってい

る最中は苦しいです。「ほんまに苦しいです。」でもその苦しさを乗り越えてゴールしたときに「やり遂げた！」

という、この上ない感動とともに「やればできる！」という自分への自信が芽生えます。このことに挑戦して

いる自分自身が好きになりました。自分を好きになるということで、次へのチャレンジへつながりました。  

トライアスロンを始めてから私の思考や行動は大きく変わりました。 

私は生まれつき聞こえません。3 歳から 20 歳まで 17 年間のろう学校（聞こえない状態）で育ちました。

同級生は 2～6 人で、聞こえる人とは余り会いませんでした（発音が下手なため、聴者の友達をつくる勇気が

なかったためというのが理由です。）。学校が終わると「家に帰り、ゲームをして、寝て」の繰り返しで 18

歳までずっと、“聞こえない世界”で暮らしました。 

トライアスロンに出会えてから、耳が聞こえる友達がたくさんできました。私のためにわざわざ、筆談をし

てくれてその後、合宿や練習会や飲み会や交流会なども誘われ、すごく楽しくて仕方がなかったのを覚えてい

ます。聞こえる人との世界を知り、“聞こえない世界”と“聞こえる世界”の二つを持つようになりました。 

もし、トライアスロンに出会えてなかったら、“聞こえない世界”のみをずっと歩いていたかもしれないと

思います。 

ですからトライアスロンに出会えたおかげで今日の私がいると思えるのです。  

写真：日新運輸株式会社勤務 今村 信也さん 

 

子供から大人まで水泳と自転車と陸上の指導をしています。2 年後の「ワールドマスターズゲームズ 2021 関西」

に向けてトライアスロンと競泳（オープンウォーター）の練習をしています。応援してくれるとうれしいです。  

長崎県立ろう学校卒業生 ： 今村 信也 さん 



 

 本校では、７月の第１週を補聴器ウィークとし、補聴器や人工内耳に関することを学部別に学習してい

ます。その様子をお伝えします。 

 

〔幼稚部〕学習会では、朝起きたらすぐに補聴器や人工内耳を付けること、汗をかいたら拭き取ること、

寝るときはドライケースに入れること等を教師の寸劇を見ながら学びました。その後イヤーモールドの

洗い方の話を聞き、実際に歯間ブラシを使って洗いました。みんな真剣な表情で話を聞いていました。 

 

〔小学部〕これまでの合同自立活動で学習してきた補聴器や人工内耳の扱い方について「〇×クイズ」で

楽しみながら確認をしました。質問に対して「補聴器は壊れやすいから汗をしっかり拭く」と理由まで発

表してくれる児童もいました。また、高学年の児童は掲示物を見て、補聴器や人工内耳の各パーツの名称

を覚えました。 

  

〔中学部〕学習会では、補聴器や人工内耳の管理及び衛生管理、不衛生さが原因で起こりうる病気につい

て学習しました。また、補聴器・人工内耳の特性を学んだ上で支援を求める方法を考え、災害時や騒がし

い場所等特定の場所での支援の求め方を考えました。 

     

〔高等部〕「健常者とのコミュニケーションにおける気付き」、「授業(自立活動)のまとめ」、「補聴器や人

工内耳についての説明」、「情報保障における困ることと解決法」、「障がい者年金の手続き」、「地域別での

補聴器等の購入方法」等について、各学年で学んだことを模造紙にまとめて掲示しました。 

   


